
















































































































発展解消して部落公民館（部落分館）と称されるようになったという（真鍋 1972）。1948 年 4
月に市来町公民会が結成された際には、その会則第 2条に「この会は事務所を市来町役場内に
置き、分会である部落公民会を町内各部落に設ける」と記されている（市来町郷土誌編集委員
会 1982：487）。一方、地元の木崎三平は、部落会の結成が 1943（昭和 18）年頃、それが公民




















































































































大里七夕踊保存会では 7月 4 日に役員会を開催して対応を協議した。役員会では踊りを盛大
に催すことは難しくとも、奉納行事として踊り庭で太鼓踊だけでもした方が良いという意見が


















































































































































翌月には庭割・青年団・連絡員からそれぞれ 4名のメンバーを選んで、2012 年 9月 30 日に





継承していく方策の検討を進めた。検討会は 2013 年 3月から保存会内に「七夕踊り小委員会」
として位置づけられ、4月の保存会総会に具体案の提案を行い、その実現に取り組み始めた。
こうして昨年以上の改革が行われ、2013 年の七夕では以下のことが実施された。
1) 踊り相談を踊りの約 2ヶ月前の 6月 2 日に実施した。従来は当日の 2週間前であった
のを、準備と広報宣伝に十分な時間が取れるように大幅に早めた。

























































































































































































































































































11) 留学生は、ベトナム出身が 2人、インドネシア、台湾出身が各 1人だった。
12) かつて大里では、七夕踊に出る作り物の小型のものを作って、盆に子どもたちが遊ばせる風習があり、こ
の子ども向けの作り物はそれを再現したものとの見方もできる。小野重朗は、盆の子どもの作り物と七夕
踊の作り物は同一のもので、むしろ七夕踊がこの盆の動物の作り物を取り入れたのだと論じている（小野
1993）。
13) 代表的なものとして、アンソニー・コーエンのシンボルとしてのコミュニティの構築の議論（コーエン
2005）や、平井京之介らの人びとが選択的に参加する実践の場としてのコミュニティという議論（平井
2012）がある。
第 2章 大里七夕踊の改革を通して考えるコミュニティの再編
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